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第59図ＳＢ２５出土遺物実測図２

壊した状況で残存していたと考えられる。Ｐitは３基検出しているが、四隅に配置ざれ深度は16～２１

cm程度を測る。南西コーナー部分は不定形な攪乱穴により消失している。なお、貯蔵穴は検出してい

ない。

出士遺物（第60図）

出土遺物数は50点で、須恵器甕（１）、土師器甕Ｂ類（２．３）、土師器甕Ｆ類（４）、土師器高坏

（５）、土師器壷（６）、縄文土器深鉢（７～９）がある。土師器甕Ｂ類は口縁が－度立ち上がってか

ら外折し口縁部内外に横ナデが行われるが、内面のハケ調整を－部残す。土師器甕Ｆ類も口縁部横ナ

デ後胴部のハケ調整が施されており、やや調整技法の退化が見られ、製作技術的に甕Ｂ類から甕Ｃ類

への過渡的様相を呈しているものと考えられる。縄文土器深鉢は縄文時代中期後半に属するもので、

混入と考えられる。土師器甕Ｂ類より６世紀代に帰属すると考えられるが、前述したとおり製作技術

的に土師器甕Ｃ類への過渡的様相がみられ６世紀後半に位置付けたい。

－６２



=三三つ

急
１

＝二言三二二=＝

４

三豊。ﾐﾆ=、
５

〆 升
６

ｈ
７

F..！

ご

■
』
Ｐ
４
乞

勺
ｂ
・
ア
’

。
ｈ
Ｐ
ｎ
勾
口

》』熱》一軍
■
Ｃ
》

己
■
印
ヂ
マ
チ
ロ

ゲ
揮
雀
》
．

▽可。
。「

。
且
『
。

｛やＩ
Ｐ
（
．

』

だ

越一〉窓〈〆『”・亨，
・ノーか（←）．Ｐ．。》

シ
咄
》
）
『
〆
－
．
，
』
ず

・
・
イ
’
’
。
．
‐

Ｐ）（誠一、．．「｛ｒ
ザ
。
」
。
一
「

。
－
》 爺竃 蕊総

８ ９

0 １０cｍ
￣－￣－

第60図ＳＢ２６出土遺物実測図

6３



、、

晦
④

／
Ａ'一

、
、

囚
』
。
、
『
ゴ

Ｃ

８３．５ｍ

Ｃ’、

Ⅲlllllill

排水溝５－Ａ撹乱頓Ａ’

川崎州1とgSi鐘２

c、

囚｣鍼
Ｐｉｔ深度グラフ

ＳＢ２６

１．７．５ＹＲ％(黒褐色)砂質士

２．７．５ＹＲ％(黒色）砂質土､小櫟を含む
３．５ＹＲ％(榿色）粘質土､焼土化
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第61図ＳＢ２６遺構実測図

SB27（第63図）

堯緤海|￥舌姜蔬蔓=臺号|』LikiI姜示凸;唖％襄
本住居が位置するJJ26UJ27グリッド周辺は地山中の礫層が表出しており、地山を掘りこんだ床

面上にはセクション図にみられるように多くの礫が上面部分を表出きせている。カマドは東壁やや南

より位置する。残存状態は悪く上部をかなり刮削きれている。燃焼部部分底部に僅かに炭化物を含む

灰褐色土が認められた。南壁沿いに中央に貯蔵穴であるＳＫｌを検出している。５６×58cm、深さ28ｃｍ

の規模を測り、内部より２の土師器甕、６の土師器甕口縁部片、１０の土師器高坏を検出している。な

お、柱穴は検出しえなかった。
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第62図ＳＢ２６遺物分布図

出土遺物（第６４．６５図・第９4図28）

６７点の出土遺物がある。須恵器坏蓋（１）、土師器甕Ｂ類（２．３～５）、土師器甕Ｈ類（６．７）、

土師器高坏（８）、土師器台付鉢（９）、土師器甑（10)、縄文土器深鉢（１１．１２）打製石斧（第94図

28）を図示した。須恵器坏蓋は天井部は扁平気味で、ほぼ全面にロクロ左回転による回転へラケズリ

調整が施される。土師器甕Ｈ類とした７は器形的には甕Ｆ類の器形を呈し、平底ａをもつ。土師器台

付鉢は８の土師器高坏と同様な脚部をもつ。土師器甑は底部に焼成後の穿孔が設けられ、底部は土師

器甕と同様な相欠はぎ接合が認められる。縄文土器深鉢は２点ともキャリパー形を呈し、沈線による

文様構成もつ。縄文時代中期後半に属する資料で混入品である。打製石斧は磨耗が発達しコーテック

ス状となっている。粘板岩製である。須恵器坏蓋はＨ－６１号窯式に比定され、６世紀前半と考える。
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第65図ＳＢ２７出土遺物実測図２

SB28（第66図）

長軸方位

１－蒔一期菫-篁捻;旦呰+蒜為H1併害市１１二F
Ｎ－２°－Ｗ

弥生中期

北壁をＳＤ６に切られる。長軸方向をやや西に傾け平面形態は隅丸の長方形を呈し、ＳＢ１４に似る。

床面は地山を掘りこんだままとするため特に硬化面は存在しない。地床炉など火処は検出していない。

Pitl～４は主柱穴と考えられるが、北側のＰit３．４がやや内側に寄る。深度は17～22cmを測り、

安定している。

出土遺物（第67図・第９４．９５図29～36）

４０点の出土遺物がある。弥生深鉢形土器（l～３）、壷形土器（４～10)、縄文深鉢（１１．１２）を図

示した。弥生深鉢形土器は貝田式条痕深鉢である。３は口縁端部外面に隆帯を貼り付け縦のキザミを

加えている。壺形土器は器形を窺いしれる資料はないが、櫛描紋、条痕をもつ。９はミガキ後櫛描紋

を意識したような横ナデが施されている。１１．１２は縄文時代中期に帰属するもので、混入と考えられ

る。撚糸文を地紋とし、１２は半裁竹管による波条文をもつ。第94図29はチャート製の有茎石鑑である。

第94図30はチャート製の横長剥片右側縁部に微細な使用痕がみられる。第94.95図31.33はホルンフェ

ルス製・粘板岩製の打製石斧であり、３１は基部のみ残存、３２は基部を欠損する。第94図32は右側縁部

に巾1ｍｍ程度の微細な剥離が連続的に入っておりＲＦと考える。第95図34.35は石核である。３４はチャー

ト製の剥片を素材とし、表裏面をそれぞれ打面としている。３５は下呂石製の分割礫素材で、平坦な自

然面を打面としている。第95図36は小型剥片石器とした。ホルンフェルス製の縦長剥片素材で調整剥

離により形態を半月形としている。刃部はやや幅広なステップ状となる剥離が入る。正面側刃部付近

で金属顕微鏡による光沢痕を確認しており、石庖丁的機能をもつ石器として考える。床面直上より検

出している深鉢形土器より弥生時代中期に帰属すると考える。
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第67図ＳＢ２８出土遺物実測図

SB29（第68図）

零誤鵠￥;壷1億h三二三天菫=晨猯些if；為=;唖楡秦
住居中央部分に大きく攪乱（根痕）が入る。面積的には小型の範檮である。地山を掘りこみ薄く浅

黄榿色土を貼っている。カマドは北壁に位置しているが、攪乱のため片袖部分のみ残存する。僅かに

残る燃焼部分には、カマド構築士である褐灰色士の堆積が認められる。カマド近く（消失している右

袖部分相当付近）床面直上にのる河原石は強く焼化きれておりカマドとの関連が想定される。Ｐｉｔｌ

～４は主柱穴と考えられる。深度は１０～20cmとバラツキがみられる。なお、貯蔵穴は検出していない

が攪乱部分に存在した可能性は考えられる。

出士遺物（第69図）

出土遺物数は22点であり、須恵器有台坏（1.3）、須恵器椀（２．４）、須恵器高坏（５）、須恵

器甕（６）、土師器甕Ｄ類（７．８）、縄文土器深鉢（９．１０)、弥生土器深鉢（12）を図示した。須

恵器有台坏、椀は美濃須衛ＩＹ－１２・’3号窯式に併行し、８世紀後半～末と考えられる。土師器甕Ｄ

類も口縁部が短く屈折し、口縁内面にハケを残すなどの調整の簡素化が窺われ、径の広い平底ｂをも

つ。相欠はぎ接合はみられるが、位置的に下がり、ほぼ底部部分で行われている。これらの特徴は該

期の土師器甕の典型的なものと考えられる。須恵器高坏は特殊な形態をもつ。縄文中期後半の撚糸文

を地文にもつ縄文土器深鉢、弥生前期に属する条痕をもつ甕形土器は、覆土上部から出土しており混

入と考えられる。
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第69図ＳＢ２９出土遺物実測図

SB30（第70図）

位＝Ｅ1８．１９、'1:Ｉ’長方牙主軸方位

規模，，０×1２面積９１ｍ１，１：

Ｎ－３６．－Ｅ

５世紀末

小型の住居であり、壁高は10cm強を測るのみで上部を大きく刮削されている。床面は浅黄榿色土を

たたきしめた硬化面が広がっていた。カマドは北壁に位置する。強く押しつぶされた状況を呈し、燃

焼部分には焼土ブロックが非常に硬くしまりブロック状に堆積していた。左袖部手前、ほぼ床面上に

拳大の河原石及び土師器甕１．２の集中箇所が存在する。これは、河原石は袖部の補強材と考えられ、

その手前で土師器甕１．３が押し潰れた状況が想起される。柱穴は南西コーナー部分に１基検出した

のみである。カマド東部分に位置するにあるＳＫ１は貯蔵穴と考えられ、５０×50cm、深さ14cmの規模

をもち、断面形態は浅いすり鉢状を呈する。ＳＫ２は後世の掘り込みであり、住居に付属するもので

はない。
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第71図ＳＢ３０出土遺物実測図

出±遺物（第71図）

出土遺物数は10点であるが、カマド左袖部手前に押し潰れた状況で検出した土師器甕、土師器高坏

は同一破片を一括して取り上げている。土師器甕Ｂ類（１．２）、土師器複合口縁壺（３）、土師器高

坏（４）を図示した。１．２には土師器甕Ｂ類の特徴である口縁部内外面に強位横ナデが認められ、

相欠はぎ接合以下胴部外面にはハケ調整は及んでいない。これはこの土師器甕が登場する古い様相と

考えられる。土師器複合口縁壷は球形の胴部をもち、外面にハケ、内面に板ナデが施される。土師器

高坏は坏底部に僅かに稜をもちやや内湾気味に口縁部が立ち上がる。緩やかに屈折する脚部をもつも

のであろう。遺物は少ないが床面直上で検出している土師器甕Ｂ類、土師器高坏より５世紀末に帰属

すると考える。
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SB31（第72図）

雲器惚論;j二二二三:砺了蔓=蟇号陛ift奎滿;魎志：
北東コーナー部分がやや膨らむが平面形態はほぼ方形を呈する。床面はにぶい黄燈色土をたたきし

め構築しているが特に硬化面は認められなかった。カマドは東壁やや南寄りに位置する。平面図は両

袖部を残し掘りあげた図を掲載しているが、検出状況は東壁より方形を呈するテラス状に張り出した

ものであった。それを断ち割ったのがカマド断ち割り図Ｃ－Ｃ'及びＤ－Ｄ'である。燃焼部の奥まっ

た位置には数cm割り込み河原石を地山上に縦位に立たせた石製支脚が存在し、その周りを焼土・炭化

物を多く含んだ砂質士が充填する。その上部及び周辺をカマド構築士である粘質な褐灰色、灰褐色士

が堆積し、この状況よりカマドがそのまま倒壊した様相を呈するものと考える。石製支脚を覆う状況

で４の土師器甕を検出している。柱穴は西壁側にＰit１．２を検出したのみである。深度はＰｉｔｌが１

０cm、Ｐｉｔ２が４cmと浅い。南西コーナーやや西寄りに貯蔵穴であるＳＫ１を検出している。規模は７０

×60cm、深さ40cmを測りしっかりしたものである。ＳＫ１北側で５の土師器甕を検出している。

出土遺物（第73図・第９5図37）

７６点の出土遺物数がある。須恵器無台坏（１）、土師器甕Ｈ類（２）、土師器鉢（３）、土師器甕Ｂ

類（４．６）、土師器甕Ｃ類（５）、土師器高坏（７）、縄文土器深鉢（８）、打製石斧（第95図37）を

図示した。土師器甕Ｂ類は口縁部は短く外折し内面のハケ調整を－部残し退化傾向が窺われ、土師器

甕Ｃ類と共伴している。径の大きな平底もつ土師器甕Ｈ類は胴部下半に最大径をもちへラナデが施さ

れる。無台坏は美濃須衛編年IＹ－１２．１３号窯式～ＩＹ－１窯式の特徴をもつが時期の下るもので混入

であろう。第95図37はホルンフェルス製の打製石斧である。基部側のみ残存し、同じく混入である。

土師器甕の特徴から６世紀後半～７世紀代前半の中で考えておきたい

'二二、 ≦、三二ｺ
３２

Ｉニヨニニミ
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一=ミニ〒？
７
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L蝿
一汐;Ｌ了
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０１０ｃｍ
■￣

第74図ＳＢ３２出土遺物実測図
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SB32（第75図）

I:詩寓駕可
Ｎ-10°－Ｅ

8世紀後葉～９世紀
はAちゅう

菫-臺綜｣狸limiJ=;唖蒜:Ｉ
道路下に位置し上部を大きく刮削をうけ、残存部分は強く踏み固められている。小型の範檮に帰属

する住居で、床面はにぶい榿色士をたたきしめ構築されている。カマドは北壁やや東寄りに位置する。

両袖部分を残す。燃焼部内には、焼土、炭化物を多く含んだ砂質士が堆積するが、その下部には焼化

され赤色化したと考えられるカマド構築士（４層）の厚い堆積があり天井部分の倒壊部分と想定きれ

る。北東コーナー部分を除き四隅にＰｉｔｌ～３の柱穴が配きれる。北東コーナー部分には54×54cm、

深き17cmの規模をもつ浅いすり鉢上を呈するＳＫ１がある。貯蔵穴であり、内部より検出した有台坏

身の２/3片が床面直上のものと接合している。

出士遺物（第74図）

出土遺物数は18点と少ない。須恵器坏蓋（１～４）、有台坏（５．６）、提瓶（７）、土師器甕Ｄ類

（８）がある。坏蓋２は猿投窯産と考えられ時期の下るものであり、４も７世紀代と考えられ共に混

入であろう。１．３については紐の小型化、口縁端部の折り返しの傾向が窺える。有台坏６の底部外

面|こはへう記号が認められる。提瓶は時期の遡るものである。坏蓋１．３及び有台坏は美濃衛窯編年

IＹ－１２．１３～ＩＴ－ｌの特徴を示し８世紀後葉～９世紀と考えられ、カマド内出土土師器甕Ｄ類とも

矛盾はない。

SB33（第77図）

:;-臺急:I雨壗唖芳臺'1:帯湾L;半言菫二;:蘂
主軸方向をやや西にふり、南東コーナー部分をＳＺ６に切られる。遺存状態はＳＢ３２と同様であり、

覆土も非常に硬くしまっている。床面は地山を掘り下げたもので全面に硬化面が広がるが本来のもの

か、あるいは前述の状況下による影響か判然としない。カマドは北壁に位置するが住居面積に対して

狭小な袖部分が残存する。燃焼部部分には焼土ブロックが認められた。柱穴はＰｉｔｌ～３の３基を確

て
２
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認している。いずれも四隅に配され、深度は11～12cmである。北東コーナーに位置するＳＫ１は配置

的には柱穴が置かれる位置であるが、平面径が56×56cmを測りＰｉｔｌ～３と比べ－回り大きく、深度

も15cmを測り断面形態が浅いすり鉢状を呈するため区別して貯蔵穴とした。

出土遺物（第76図・第９5図38）

出土遺物数は21点であり、須恵器有台坏（１）、土師器甕Ｄ類（２～６）、山茶椀（７．８）、クサ

ビ形石器（第95図38）を図示した。有台坏は浅身で高台は角張りやや開き気味に付く。土師器甕はす

べてＤ類に分類される。山茶碗・クサビ形石器は混入であり、山茶碗７は藤澤編年11型式に、８は７

～９型式に比定される。第95図38のクサビ形石器は質の悪いチャート製であり、両側縁に裁断面をも

つ。有台坏はIＴ－１２．１３に比定され、８世紀後葉と考えられ±師器甕Ｄ類が伴うことに矛盾しない。

SB83（第７８．７９図）

、’1:Ｉ’’主軸方位

面積２９４ｍ時期

Ｎ-16.-Ｗ

７世紀前半篁一曼猯:艸器冊云:可
南西コーナー側をSB84に切られる。両住居は覆土からは切り合い関係は判然としないが、床面は

両者とも黄燈色士をたたきしめ構築しており硬化面が広がっており、その床面の切り合いから新旧を

判断している。大型の住居であり、堅高は15～20cmを測り、床面レベルも安定している。カマドは北

壁ほぼ中央に位置する。両袖部先端部内には補強材、あるいは焚き口の天井部を支える支柱材と考え

られる河原石が表出している。また、燃焼部内には燃上ブロックの堆積が認められた。主柱穴は配置

的にＰｉｔｌ～３が相当すると考えられ、深度は6～23cmである。南コーナー部分は、SB84内Ｐｉｔ２が

本住居の柱穴にあたると考えられ、SB84床面より深度11cmを測る。北東コーナー部分には貯蔵穴で

あるＳＫ１が配置され、７４×84cm、深き46cmの規模をもつ。ＳＫｌ内部堆積より地山を掘りこみ、その

上部に粘質な黒色土を敷き使用した状況が考えられる。

出士遺物（第80.81図・第９5図40～43）

５８点の出土遺物数がある。須恵器坏蓋（１）、須恵器坏身（２）、須恵器佐波模倣碗蓋（３）、須恵

器眠（４）、土師器甕Ｉ類（５．６）、土師器甕Ｇ１類（８）、土師器甕Ｃ類（８．１０)、土師器甕Ｈ類

（９）、弥生土器壷（11)、扁平片刃石斧（第95図40)、砥石（第95図41)、鉄鍼（第95図42)、金銅製耳

環（第95図43）を図示した。右袖部内より出土した坏身は須衛65号窯式期に比定され、坏身２もほぼ

同一時期に属するものであろう。佐波理模倣碗蓋は環状つまみに簡素化の傾向が窺え、時期の下るも

のである。土師器甕Ｃ類10は平底ａであり、ハケ目も細かいが、伴出している７では口縁部内面にハ

ケを残し、その調整方法に退化の傾向を示している。土師器甕Ｉ類５．６は小型の範檮に属し、径の

広い平底をもち、底部外面に木葉痕がみられる。胴部外面には細かいハケを施し異質である。第95図

40は結晶片岩製の扁平片刃石斧である。第95図41は砂岩製の持ち砥石である。被熱により破砕してい

る。第95図42は鉄錐であり、基部側に穿孔をもつ。第95図43は金銅製耳環である。環は中空ではなく、

太い銅線を環状に折り曲げて、大部分が剥落しているが－部に金箔を施している部分が残存している。

SB84より遺物の混入も認められるが、須恵器坏身２及び土師器甕Ｃ類の存在から７世紀前半と考え

る。
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第81図ＳＢ８３出土遺物実測図２

SB84（第78.79図）

zE;１１軒=三F'三悪=；菫=塁ね:弓」＝;:iﾄﾙｫｰ二面 雫笘｣ハニ
SB83南西コーナーを切り、北西コーナー部分に大きな攪乱である根痕が入る。西壁が東壁に対し

てやや短く、平面形態はやや歪んだ正方形状を呈する。床面は、前述したとおり黄榿色士をたたきし

め構築している。カマドは消滅していたが、東壁の北側、SB83の床面上に僅かに不定形な焼化の痕

跡が認められ、カマドが東壁に位置していたことがわかる。柱穴は、Ｐｉｔ２が上部からの掘りこみで

あることを確認しており、SB83に付属するものと推定きれる。これにより、配置的には、ＰｉｔＬ３．

５が柱穴に相当すると考えられ、攪乱部分にもう－基が存在したであろう。それぞれの深度は１０～１４

cmを測り、規模的にはほぼ同一である。なお、貯蔵穴は検出していない。

出±遺物（第８２．８３図・第９5図44）

切り合い関係をもつＳＢ８３からの出土遺物の混入も考えられるが、本住居士遺物数として60点ある。

なお、遺物図版番号はＳＢ８３からの通番としてある。須恵器坏蓋（12～21)、須恵器有台坏（22)、須

恵器盤（２３．２４)、須恵器甕（25～27)、土師器甕Ｄ類・Ｇ２類（28～33)、石核（第95図44）を図示

した。坏蓋の資料が多く揃うが、紐の小型化、口縁端部の折り返しの微弱化などの退化傾向が特徴的

に認められる。土師器甕はＤ類が全体を占める。ハケ調整が粗く、□縁部の外反が短くなり口縁部内

面のハケ調整を残すなどの製作技術の退化傾向がみられる。また、小型甕Ｇ２類である33に相欠はぎ

接合がみられるもののその接合部分がほぼ底部近くに下がっており、８世紀代にみられる特徴を示す。

第95図は44は下呂石製の石核である。分割礫素材であり、自然面を打面として－面で剥片剥離作業を

行っている。弥生期に属する資料で、混入である。須恵器坏蓋の多くが美濃須衛窯IY-13～ＩＹ－ｌ

に比定きれ、８世紀末～９世紀初と考える。また、伴出する土師器甕Ｄ類もこれに矛盾しない。

－８５
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第83図ＳＢ８４出土遺物実測図２

SB85（第84図）

位置｜
規模（c､）

Ｓ-59°－Ｅ

６世紀後半

主軸方向をかなり南西にふる。遣存状態は非常に良好である。壁高は30cmを測り、浅黄燈色士をた

たきしめた床面は全体に硬化面が認められ、安定している。硬化面は特にカマド前方部において顕著

である。カマドは東壁やや南寄りに位置する。粘質な褐灰色士を用いて構築していたと考えられ、焚

き□先端の天井部分には両袖間に“サバ石，，（砂岩）が横位に橋渡しされ、焚き口部補強材として機

能していたものと考えられるが、検出時はかなり剥離していた。カマド天井部中央の覆土ｌ層が堆積

する箇所より４層及び６層の焼土、炭化物を多く含む砂質士が流入しており、煮沸具である甕の投入

口が存在したと考えられる。燃焼部分底部には、焼土ブロックが堆積している。主柱穴はＰｉｔｌ～４

が相当する。深度も13～15cmを測りしっかりしている。貯蔵穴は南東コーナー部分にあるＳＫ１で、

104×80cm、深さ52cmの規模をもつ。その断面形態は床面より２０cm下部で一度すり鉢状に底面を作り、

その底面部やや南東よりにもう一度先細りとなる土坑を掘りこむ二段式となるもので、特異な形状を

もつ。

出土遺物（第85図・第９5図45.46）

出土遺物数は32点である。須恵器坏蓋（１）、須恵器有蓋高坏（２）、土師器甕Ｂ類（３）、土師器

甕Ａ類（４）、土師器甕Ｆ類（５）、土師器甕Ｈ類（６）、土師器高坏（７）、ＲＦ（第95図45)、石核

(第95図46）がある。ｌの坏蓋の稜部は段により天井部と区切られるが、小規模である。口縁部は外

に開き、端部は丸くおさめている。有蓋高坏は長脚の二段透かしとなるもので、住居からの検出例は

注意をひく。土師器甕Ｂ類は口縁部内面にハケを残すが、ハケ後横ナデ施されており、精繊な作出で

ありＢ類とした。土師器甕Ａ類は口縁端部を上方につまみ上げている。第95図45はチャート製の縦長

剥片裏面左側縁に１～２ｍｍの小剥離痕が連続しておりＲＦとした。第95図46は下呂石製の石核である。

分割礫素材で自然面を打面とするが、剥離角が小さくなり目的とする剥片剥離作業が不可能となった

残核と考える。２点の石器は混入である。坏蓋は（＋）期に比定きれ、６世紀後半と考える。土師器

甕Ｂ類も僅かに口縁部調整に製作技術の省略化がみられ妥当と考える。

－８７



←
に
（
。
国
⑭

江
－

＜

ロ ⑥
画

Ｃ

。

－Ｂ曰

CIT１

１５

画
10

ＳＫ１

Ｃ－⑧ ５Ｃ

８２．５ｍ

IlIiIl＝ 0

Ｐ１Ｐ２Ｐ３Ｐ４

Ｐｉｔ深度グラフ
＜

lOYR％(黒色）砂質士､やや粘質

ｌＯＹＲ％(黒褐色）細かい砂質士、１層とは漸移的
7.5ＹＲ％(灰褐色）粘質土､焼土を含む

5ＹＲ％(にぶい榿色)砂質土､焼土を含む
7.5ＹＲ％(榿色）焼土ブロック

5ＹＲ％(にぶい榿色)砂質士､焼土､炭化物を多く含む

●
●
●
●
●
●

『
０
０
一
（
叩
〃
〈
】
〈
や
く
⑩
）
ｊ
几
刎
一
一
一
‐
【
・
）
）
ハ
ユ
〔
Ⅷ
〉

B, Ｂ

８２．７ｍ

←
ヒ
ト
。
印
⑫
》

⑩
Ｉ

勢

ヨ’ 一

３

【□

■■■■■U■■■■■U■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■I■■■■■|■■■■■

、

第84図ＳＢ８５遺構実測図・遺物分布図

8８－



三=二Ｎ
１ ２

Ｉ

〈

３

くく
識５

盆／
４

０１０ｃｍ
－￣－－

第85図ＳＢ８５出土遺物実測図

SB87（第86図）

窯器t;ｉＴＭ唖％菫厚三Ｆ亟餌､テ
Ｓ－６７ｏ－Ｅ

６世紀前半

西壁はＳＤ１０と接し、ＳＤ３及びＳＤ１１に切られるが床面までには達していない。地山を掘りこみ浅

黄燈色士をたたきしめ床面を構築しており、硬化面がほぼ全体に認められた。カマドは東壁やや南寄

りに位置し、カマド上部をＳＤ１１により刮削され、また可押しつぶされた状況を呈しており残存状

態は良くない。地山10cmほど掘りこみ縦長の河原石を石製支脚として埋め込み、周りを粘質な褐灰色

士で固め燃焼部を構築している。褐灰色土上面はセクション図に見られるように焼土化（５層）して

おり、石製支脚の上半部は焼化の影響で折れ消失している。焚き口部手前に９の土師器甕胴部を潰れ

た状況で検出している。主柱穴はＰｉｔｌ～４が相当し、四隅に配される。それぞれの深度は１１～14ｃｍ

を測る。Ｐｉｔｌの西側に102×98、深さ32cmの規模をもつＳＫ１がある。この貯蔵穴は大きな径をもち、

その断面形態は深いすり鉢状を呈している。
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第88図ＳＢ８７出土遺物実測図２

出士遺物（第８７．８８図）

出土遺物数は33点である。須恵器坏蓋（１．４）、須恵器坏身（２）、須恵器感（３）、土師器甕Ｆ

類（５）、土師器甕Ａ類（６．７）、土師器甕Ｅ類（８）、土師器甕Ｈ類（１２．１３)、土師器甕Ｂ類（９

～11)、土師器甑（14）がある。坏蓋１は稜部が段により天井部と境をなす。坏身２は受部が底部と

の間で段により境をなし、口縁部が内傾して立ち上がっている。カマド内より検出した土師器甕Ｂ類

９は相欠はぎ接合部分が認められ、底部はおそらく平底ａをもつものであろう。土師器甕Ｅ、Ｈ類と

したものは外面がナデ都政で底部が突出したような平底ｂをもつ。覆土下層より検出している。須恵

器坏蓋、坏身も尾張２～３型式に比定され６世紀前半に帰属すると考えられ、カマド内出土土師器甕

Ｂ類が伴うことに矛盾はない。

SB88（第90図）

位ＡＡ１４．１５、′H２形主軸方位

規模ｃ、 592×592×1８面積３５２㎡1.1：

Ｎ－８３ｏ－Ｅ

６世紀後半

面積的には大型の住居であり主軸方向をかなり南西にふる。床面は浅黄色士をたたきしめ構築する

が、西側部分で硬化面が認められた。カマドは東壁南寄りに位置する。両袖部を残すが、左袖部北側

にカマド構築土と同様な粘質な褐灰色土で床面レベルより10cm程高いテラス部分を構築している。左

袖部先端には補強材としての河原石が表出している。燃焼部内には河原石が焼化により破損しており、

－９２
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第89図ＳＢ８８出土遺物実測図

最奥部のものは地山を数cm掘りこみ縦位に立脚しており石製支脚と考えられる。石製支脚を覆い焼土

化した粘質士が堆積しており、天井部の倒壊が想定される。Ｐitは６基検出しているが、配置的には

Pitl～４が主柱穴を構成すると考えられる。深度は８～36cmとバラツキが大きい。南東コーナー部

分に90×90cm、深さ50cmの規模をもつＳＫ１があり、貯蔵穴に相当する。

出土遺物（第89図）

出土遺物数は59点である。土師器甕Ａ類（１）、土師器甕Ｂ類（２～５）、土師器甕Ｅ類（６）を図

示した。土師器甕Ａ類はくの字に外反する口縁部が長くのび、端部を明瞭につまみ上げている。Ｂ類

とした３点は、口縁部内面のハケを横ナデにより完全に消去していない。５はカマド内出土である。
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6は胴部外面ナデが施されており甕Ｅ類とした。甕Ｂ類は調整方法にやや省略化が認められ、また、

甕Ａ類の特徴より６世紀後半と考える。
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第92図ＳＢ８９出土遺物実測図

SB89（第91図）

位ＢＢ1４１５．６２０、′Ⅱ:Ｉク長方升主軸方位

面積規模ｃ、620×524×1６３３９ｍ１，』：

Ｎ－１２°－Ｅ

７世紀末

SB88同様大型の住居であるが主軸方向を違える。床面はやはり浅黄榿色土をたたきしめ構築して

おり、カマド周辺部おいて硬化面が認められた。東壁沿いに攪乱がはいるが、壁高は10cmと僅かに残

る。カマドは北壁やや東寄りに位置する。燃焼部前方左袖部寄りに石製支脚であったと考えられる河
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原石が検出きれているが原位置をとどめていない。この支脚を覆うようにカマド構築土である粘質な

褐灰色士が堆積しておりり、よく焼化している。Ｐitは７基検出している。深度はバラツキがあり、

配置的にも主柱穴の判断はし難い。右袖部東側に貯蔵穴のＳＫ１がある。４０×50cm、深さ１０cmの規模

をもち断面形態は浅い盤上を呈する。

出土遺物（第92図）

出土遺物数は57点である。須恵器坏身（１）、須恵器坏蓋（２．３）、須恵器短脚高坏（４）、土師

器甕Ｇ１類（５）、土師器甕Ｃ類（５～９）、土師器甕Ｅ類（10)、土師器複合口縁壺？（11)、土師器

高坏（12）を図示した。土師器坏身の受部は斜め上方に突き出し、口縁部は短く内傾する。須恵器坏

蓋、高坏は時期の遡るもので混入と考える。土師器甕はＣ類が多く、やや長胴化の傾向が窺われ、８

は底部外面にも粗いハケが施される。土師器甕Ｅとした９は器形は他の甕と似るが、外面がナデ調整

である。１の坏身は美濃９～10型式に比定され、７世紀末と考えられ、土師器甕Ｃ類が主体的に伴う。
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第96図ＳＺ２遺構実測図

－１００－



４士墳墓・配石墓

SZ2（第96図）

軸方位 Ｎ－１１ｏ－Ｅ位置’ＢＢｌ８・ＣＣ１８

平面形態は楕円形を呈し、長軸方向を北に向ける。内部周辺に－段浅い面を設け粘質な明黄褐色士

をたたきしめ硬化面を形成し、その上に河原石をめぐらしていたものと考えられる。西壁やや南寄り

には同じ明黄褐色士により２段からなる段階状施設を設けている。底部部分も明黄褐色土でたたきし

められた硬化面が広がっており、本来はＳＺ３に見られるような河原石を積み上げた石室が存在した

と考えられるが、平面図で示したものが検出時の状態である。ただし、後述する同様な形態をもつと

考えられるＳＺ３．８と伴に他の機能を考える必要があると考えられるが、現場での取上げ遺構種別の

ままとしておく。
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第97図ＳＺ２出土遺物実測図

出±遺物（第97図）

１～10は均質手山茶碗、１１～16は均質手小mである。時期的には10型式～11型式前半に属するもの

が主体を占める。比較的高台はしっかり付けられているが、７は高台が貼付されず、棒状工具により

底部外面周縁を円形に凹ませている。１０の底部外面には墨書がみられる。小mは扁平なものが多く、

底部外面周縁がわずかに凹んでいる。１１．１２の底部外面にも墨書がみられるが、１０と同様文字か記号

－１０１－



かの判別ができない。１７は古瀬戸の天目茶碗で、器壁が厚く口縁部が尖る。
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第99図ＳＺ３出土遺物実測図

SZ3（第98図）

軸方位位置 Ｓ－７７ｏ－ＥＢＢｌ７

平面形態は不正な楕円形を呈し、長軸方向を東に向けSZ2とはほぼ90゜異なる。内部周辺に－段浅

い面を設けるが東壁側が幅広く底部部分に向かって緩やかに傾斜している。検出状況は平面図（１）

であり、倒壊したと考えられる河原石を取り除いた状態が平面図（２）である。東側部分に３段の河

原石積み上げによる壁を作出し、西側に向かって３列・３～４段の側壁を延ばし２つの石室を設けて

いる。石室については南側が若干幅広い。底部西側部分は急斜な壁に接し配石は無かったものと考え

られる。河原石間には構築材にあたるような粘質土は認められなかった。また、倒壊していた河原石

の状況から本来はもう１～２段積み上げられていたと思われる。

出土遺物（第99図・第１15図１～３）

ｌ～６は均質手山茶碗、７．８は均質手小皿であり、いずれも11型式に比定できる。９は青磁端反

碗である。底部の器壁は厚く体部は丸みを帯びて立ち上がり、口縁部は外反して端部を丸く収めてい

る。削り出し高台の外面はほぼ直立し、内面は外傾している。釉薬は約１ｍｍの厚さで高台内面を除き

施され、高台接地面は拭いとられている。１０は古瀬戸の甕である。全面に錆釉が施されている。第115

図ｌは砂岩製の敲石である。長軸方向両端にアバタ状の使用痕がみられる。第115図２は砂岩製の置

き砥石と考えられるが、被熱による剥離により全形をとどめていない。第115図３刃ホルンフェルス

製の打製石斧であり、刃物を欠損している。

SZ4（第100図）

軸方位 Ｎ－１１ｏ－Ｅ位置 ＥＥ１７

平面形態は不整な円形を呈し、長軸方向を北に向ける。壁の立ち上がりは緩やかであり、断面形態
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'よ浅い丸底を呈する。覆土は２層に

分かれ、遺物は下層より出土してい

る。

1１､、

Ａ’

出土遺物（第101図）

１～６は均質手山茶碗であり、１１

型式に比定できる。２は古瀬戸の壺

類と考えられる。体部外面に下方に

回転へラケズリが施される。３は常

滑の甕で、外面にへう状工具による
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第101図ＳＺ４出土遺物実測図

SZ5（第102図）

軸方位 Ｎ－５６ｏ－Ｅ位置’ＦＦ１７・ＣＣｌ７ 260×２４０×３０

平面形態は不整な円形を呈する。壁の立ち上がりは緩やかであり、断面形態は浅い丸底を呈する。

覆土は３層に分かれ、遺物の出土は無い。
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１．７．５ＹＲ射(黒褐色）
砂質士

２．７．５ＹＲ％(灰褐色）
砂質士、３層をブロ
ック状に含む

３．７．５ＹＲＺ６(燈色）
やや粗い砂質士

一Ａ

８３．６ｍ

３．
、

Ａ

、
、

田
か
ョ

、

第102図ＳＺ５遺構実測図

SZ6（第103図）

位置 Ｚ２０

SB33を切る。北西コーナー部分がやや突出し平面形態は方形を呈する。断面形態は平底を呈し西

壁側に攪乱坑が入る。底面よりやや浮いた状態で河原石が散在しており本来の配置位置は推定し難い

が本遺構に伴うものと考えられる。覆土は硬くしまった黒褐色土が堆積しており、底面直上より遺物

を検出している。
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ＳＺ６遺構実第103図

出土遺物（第104図）

ｌ～20は均質手山茶碗である。時期的には７～11型式の遺物が見られるが、７～８型式のものが大

半を占める。２は底部内面と体部内面と体部内面の境界付近に長さ2.8cmにわたり指により大きく狭

－１０５－



２
３

５

８ ９

ざ 二三ﾗﾝ(’

式 rⅧニテグ1３

八ぷ廷＝F三Jiii ヱ

<二言ニラ－Ｆ八
2２

2０1９

2３

ごニーエニニヲフ
０ 10cｍ2１
告の一

第104図ＳＺ６出土遺物実測図

－１０６－



まれている。１０はいわゆる小型の碗である。全体的に二次的な煤が付着しているものが多い。２１は土

師器mである。平面形は正円に近いものの若干歪んでおり、体部外面に横ナデが施きれている。また、

底部外面周縁から口縁部外面にかけて切り込み円盤技法の痕跡と考えられる粘土接合痕がみられる。

22は古瀬戸播鉢である。底部外面の回転糸切り痕は未調整で、体部内外部とも回転ナデ調整が、全面

に錆釉が施される。２３はロクロ土師器mである。底部外面に回転糸切り痕が、口縁部は内面にやや強

いナデが施言れ極端は丸くおさめられる。底部と体部の境は明瞭であり、体部内外根にはハケ状工具

による回転ナデが施される。

SZ7（第105図）

Z認ﾌﾞﾃi三~「三二元忌~二面位置 ＤＤ２２ 290×２３０×４４

平面形態は隅丸の方形を呈する。断面形態は２段に掘りこまれており、西壁側に浅くやや傾斜する

テラス部分をもつ。下段部底面は丸底で、倒壊した状況を呈する河原石が存在し、本来は組まれてい

たものと考えられる。覆土は３層に区分できるが、２．３層より遺物を検出している。

〔=）
CＤ

:
□

蕊
Ａ’

○

－
○
』

⑭
』
・
面
『
ゴ

‐
、
．

ｍ
］
・
回
コ
ーＩ
○
・

ｍ
］
・
画
「
二

●

Ａ'一 Ａ

８３．２ｍ

ごう

7.5ＹＲ％(褐灰色)砂質士

lOYR％(黒褐色）砂質土､やや粘質
ｌ０ＹＲ％(暗褐色）砂質土､小櫟を含む

●
●
●

勺
０
Ⅱ
二
（
叩
”
〈
］
（
刀
ペ
ュ
） Ｅ'－ Ｅ

８３．２ｍ

０２ｍ
信一一戸Ｈ－－

第105図ＳＺ７遺構実測図

出土遺物（第106図・第１15図４）

ｌ～７は均質手山茶碗であり、いずれも10型式に比定される。５の底部外面には「大」の字の墨書

がみられる。８は荒肌手の片口鉢である。体部外面のロクロ目を顕著に残し、口縁部は外折し上面に

小突起をもつ。第115図４は下呂石製の石鍼であり、茎部をもつ。

SZ8（第108図）

規模，， 瞠軸方位Ｎ１０５位置 350×２８０×２０ＤＤｌ９

平面形態は隅丸の方形を呈し、断面は浅い丸底となる。壁は緩やかに立ち上がるが、東壁側立ち上

－１０７－
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第106図ＳＺ７出土遺物実測図

がり部分に１列の河原位列をもつ。底面南

西側に倒壊した状況を呈する河原石の一群

を検出している。覆土は３層に区分できる

が１層中より磨製石包丁を検出している。

二三一 こう１
０１０ｃｍ
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第107図ＳＺ８出土遺物実測図

出土遺物（第107図、115図５）

ｌは均質手山茶碗であり、１１型式に比定される。２は古瀬戸の緑釉小皿であり、底部内面に黒色特

有機物がしみ込み平滑である。磨製石包丁は粘板岩製で、刃部やや内側でわずかに光択痕を確認して

いる。
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SZ9（第109図）

軸方位位置 BＢ２０ Ｎ－５ｏ－Ｅ

土坑（SK10）を切って構築している。平面形態は、円形、断面形態は浅い丸底を呈する。底面直

上には河原石が散在している。覆土は２層に区分でき、下層より遺物が出土している。

□ ｡

蕊
０

４１．７．５ＹＲ労(黒色）
砂質士、浅黄榿色士をブロッ

ク状に含む

２．７．５ＹＲ％(黒褐色）

砂質士､粘質｡ほぼｌ層と同質

３．７．５ＹＲ％(灰褐色）
やや細かい砂質士

舞
騨
鋪

□
、、
】
・
◎
「
ゴ

○、

函
』
・
◎
『
ゴ

Ａ'一 －Ａ

83.0ｍ

|IllIiiiimm，
ワゾ

０２ｍ
ｍ－＝〕

第109図ＳＺ９遺構実測図

出土遺物（第110図）

lは須恵器坏口縁部で混入である。２は均質手山茶碗、３は均質手mである。均質手山茶碗は９～

10型式に比定できる。
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第110図ＳＺ９出土遺物実測図

SZ10（第112図）

規模，， 軸方位位置｜ＣＣ２１・ＤＤ２１ Ｎ－３６ｏ－Ｅ330×２５０×２４

中央部分を南北にＳＤｌ４に切られる。平面形態は楕円形を呈し、断面形態は壁が緩やかに傾斜する

すり鉢状で浅い丸底をもつ。覆土は灰褐色土が充填しており、底面直上より遺物を検出している。

出±遺物（第111図）

１は均質手の片口鉢である。内外面とも外傾する高台をもち、高台端部は丸く仕上げられる。体部

外面下方か回転へラケズリが施されている。２は均質手小mである。
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第111図ＳＺ１０出土遺物実測図
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１．７．５ＹＲ％(灰褐色)やや粗い砂質士、やや粘質

浅黄榿色士をブロック状に含む

２．７．５ＹＲ％(黒褐色)砂質土、ＳＤ覆土
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２．
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A１

7.5ＹＲ％(黒色）砂質土､粘質｡小櫟を含む
7.5ＹＲ％(黒褐色)砂質士､黄榿色土をブロック状に含む

ｌＯＹＲ％(黄榿色）やや粗い砂質土､褐色味をおびる

7.5ＹＲ％(黒褐色)やや粗い砂質土､やや粘質

２ｍ０
告戸一戸T－－｢－トーT一戸一丁－－－ョ

第112図ＳＺ１０・ＳＺ１１・ＳＺ１２遺構実測図
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SZ11（第112図）

軸力位位置 Ｎ－２３ｏ－ＥＡＡ１９ 300×２２０×２２

士坑（ＳＫ４）を切って構築している。平面形態は楕円形を呈する。断面形態は深い丸底となる。

覆土は３層に区分でき、２層中より遺物を検出している。

出±遺物（第113図）

１は土師器甕Ｄ類で混入である。２は古瀬戸双耳小壺である。底部外面には回転糸切り痕を残す。

底部外面周辺を除き鉄釉が施される。３均質手山茶碗、４は均質手小mである。小Ⅲの底部外面には

墨書がみられるが、文字か記号か判別はできない。

てこヨマニーヲフ

臣二二三評篝蕊ＴＩ 口３

第113図ＳＺ１１出土遺物実測図

SZ12（第112図）

暉軸方位位置 ＢＢ１９ Ｎ－６９．－Ｗ

平面形態は円形を呈する。断面形態は浅い丸底となる。覆土は２層に区分でき、下層より遺物を検

出している。

出土遺物（第114図）

１，２とも均質手山茶碗であり、ｌは10型式、２は11型式に比定できる。

ニァ■ 三ジブ
０１０ｃｍ
－－－－－－－

第114図ＳＺ１２出土遺物実測図

５不明遺構

SＸ２（第116図）

Ⅲ方位 Ｎ－２４ｏ－Ｅ位置’ＨＨ１３．１４

平面形態は南壁がやや短いため歪んだ方形を呈する。壁の立ち上がりは緩やかに立ち上がるが、底面

は平均したレベルをもつ。だたし、床面上においては柱穴などは存在しない。覆土中には大きく攪乱

が入るが、２層に区分でき下層は強い粘質土である。
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第115図ＳＺ出土遺物(石器)実測図

出土遺物（第119図）

１は須恵器坏蓋、

較して極端に薄く、

り混入と考えられ、

２は底形が小きく体部の立ち上がりから陶器合子とした。合子の器壁は体部に比

底部外面には回転糸切り痕等の調整は認められない。ともに１層より検出してお

遺構の帰属時期は不明である。

－１１２－



ＳＸ４ＳＸ２

、

Ａ'一 －Ａ

Ａ’一

－Ａ

１．７．５ＹＲ％(黒褐色）

細かい砂質士､底面は礫となる

２．７．５ＹＲ％(褐灰色）

砂質士､周辺部に堆積､やや粘質
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1.7.5ＹＲ％(黒色）

砂質土､黄褐色士がブロック状に入る
２．７．５ＹＲ労(黒褐色）
やや粗い砂質土､粘質
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１．７．５ＹＲ％(黒褐色）

砂質士、粘質。浅黄燈色士をブロック状
に含む

1.7.5ＹＲ％(黒褐色）

砂質土、粘質。浅黄燈色士をブロック状
に含む

２ｍ0

第116図ＳＸ２・ＳＸ３・ＳＸ４・ＳＸ６遺構実測図
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SＸ３（第116図）

軸方位､１１７Ｅ位置’ＥＥ１６・ＦＦ１６ 220×２１０×２４

南壁側でＳＤ８とつながる。平面形態は円形を、断面形態を浅いすり鉢状を呈する。覆土は粘質を

もつ黒褐色士が充填している。

SＸ４（第116図）

軸方位 Ｎ－３１ｏ－Ｅ位置’ＤＤ１４・’５ 380×２７０×１４

北壁側でＳＤ１と繋がる。平面形態は歪んだ方形を呈する。断面形態は非常に浅いすり鉢状を呈し、

底面は地山に含まれる礫が表出している。覆土は２階に区分したが、周辺部に薄く残存する褐灰色土

が底面にも存在した可能性が考えられる。

出土遺物（第119図３～５）

３は須恵器無台坏、４は須恵器壷？、５は均質手山茶碗である。４の底部外面Ｉこはへう記号がみら

れる。

SＸ５（第１１７図）

軸方位 Ｎ－１５．－Ｗ位置’ＢＢ・ＣＣｌ６ 560×４６０×８０

東壁側をＳＤ２に切られ、中央部分を南北にＳＤ３が通る。平面形態は楕円形を呈し、断面形態は

深いすり鉢を呈するが、規模が他と比較すると非常に大きな構造をもつ。底部北側よりに河原石を積

み上げた壁（長き120cm、高さ18cm）が存在する。この壁は底面は緩い傾斜に沿うが高さは同一レベ

ルを保つ。覆土は３層に区分でき、最下層より中世に帰属する遺物を検出している。

出土遺物（第119図６～１８．第120図ｌ）

６は須恵器有台坏であり混入である。７は古瀬戸有耳壺である。体部外面に５条１単位の平行沈線

が１段にわたり施され、その間に数条の平行沈線をもつ耳が貼付されている。８～13は均質手山茶碗

である。９．１０の内面には明瞭にコテナデが残る。１４は古瀬戸釉古Ⅲ、１５は古瀬戸水注？、１６は古瀬

戸直縁大Ⅲ、１７は古瀬御目付大m、18は古瀬戸大Ⅲ類である。古瀬戸緑釉古Ⅲの底部内面には黒色有

機物と朱色の有機物と朱色の有機物がしみ込み非常に平滑であるため転用硯の可能性が考えられる。

第120図１は砂岩製の持ち砥石である。表面及び側面に砥面がみられるが被熱により剥離している。

SZ6（第116図）

位置｜ＧＧ１５・ＨＨ１５ 240×２２０×１６

ＳＤ６・ＳＤ８を繋ぐ位置に構築されている。平面形態は円形を、南面形態は非常に浅いすり鉢状を

呈する。覆土は黒褐色士が充填する。

出土遺物（第119図19）

土師器甕Ｃ類が１点（19）検出きれているが、遺構に伴うものか不明である。
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砂質土 日-

２．７．５ＹＲ％(黒褐色）
やや細かい砂質土、やや粘質

３．７．５ＹＲ％(黒褐色）
やや細かい砂質土、やや粘質２層とは漸
移的に変化
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０ ２ｍ
￣－－－１－－｝

第117図ＳＸ５遺構実測図

SＸ１０（第118図）

軸方位位置 Ｎ－７ｏ－ＥＨＨ２２

北壁側でＳＤ１５と繋がる。平面形態は歪んだ楕円形状を呈する。断面形態は、西・南壁側にやや浅

い面をもち、底部部分へすり鉢状に落ち込む二段状の掘り込みとなる。覆土は２層に区分できるが、

主体部分を充填するのは上層の黒色土であり、遺物を含む。

出±遺物（第119図20）

２０は古瀬戸の煮沸具である。全面に錆釉が施きれ、大部外面には厚く煤が付着している。

SＸ１２（第118図）

位置’ＧＧ・ＨＨ１４ 200×170×２０
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１．７．５ＹＲ％(黒褐色）

砂質土、粘質。浅黄榿色をブロック状に

含む

Ａ

□
』

田
か
ョ

Ａ

３．６ｍ

１．７．５ＹＲ％(黒色）

砂質士､やや粘質

２．７．５ＹＲ％(黒褐色）
やや細かい砂質士。ｌ層とほぼ同質だが

粘質をます

第118図ＳＸ１０・ＳＸ１２遺構実測図

(ＬＵ－=－－２ｍ

東壁側でＳＤ７と繋がるが、接続部分において溝が非常に浅くなる。平面形態は楕円形を、断面形

態は浅いすり鉢を呈する。底面直上やや南東よりに河原石２個を検出している。覆土は粘質な黒褐色

士が充填する。

出±遺物（第119図２１．２２.第120図２）

２１は均質手山茶碗、２２は須恵器甕である。山茶碗は11型式に比定できる。第120図２はホルフェル

ス製の打製石斧である。基部を欠損する。刃部はリダクションが入り凹状となる。

６溝

SＤ１．９（第２図）

南端部はＳＸ４と接続し、北側へはZl6区方向へ延びるが現畑道により消失している。ＳＢ９手前で

２条に分岐しｌａｕｂとしたが、両者とも断面形態は底部部分が円底で、浅いＵ字状を呈する。規

模は幅35～80cm、深き18～30cmである。また、ＳＤ１ａ中程で方向を90.西へ違えＳＤ９とも切り合い

関係をもつがその前後関係は不明である。ただし、規模は同程度である。覆土は黒褐色士が充填する。

出土遺物（第121図・第１24図１．２）

須恵器坏身（１）、須恵器甕（２）、縄文土器深鉢（20）は混入である。３～８は均質手山茶碗であ

り、７．８～11型式に比定きれる。９～16は古瀬戸である。９～11は有耳壺である。１２は尊式花瓶で

あり、末広がりの脚部と扁平な底部が残存している。１３は緑釉小皿であり、体部内面にトチン痕を１

－１１６－
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第120図ＳＸ出土遺物(石器)実測図

ケ所残す。体部内面に黒色有機物がしみ込んでおり転用硯の可能性がある。１５．１６は鍋、17.18は片

口鉢と考えられるが、１７は体部の立ち上がりが強く壷類の可能性がある。19は青磁の碗であるが、外

面の文様はみられない。第124図ｌは砂岩製の叩石である。全面に磨痕がみられるが、特に底面部分

は丁寧に平坦面を作出している。第124図２はホルンフェルンス製の打製石斧である。横長剥片素材

であり、小型の範晴に入る。

SＤ２（第２図）

Z17区より２条（２ａ・２ｂ）南下し、SB10付近で合流してCC15区で90.束へ方向を変える。こ

の先でＳＤ３．４と合流するが、ＤＤ２０区付近で攪乱のため消滅している。Z17区北側はＳＤ１同様現

畑道により消滅しているが、更に北へ延びていたものと考えられる。規模は平均して幅50cm、深さ１８

～20cm程度であり、底部部分が円底で浅いＵ字状を呈するが、SB10以北では断面形態Ｖ字形となり、

深さも35～50cmとなる。覆土は黒褐色士が充填するが、SB10以北では下部に灰褐色士が入る。

出±遺物（第122図ｌ～10）

１の須恵器有台坏は混入である。２～６は均質手山茶碗であり、いずれも11型式に比定できる。７

～９は古瀬戸である。８の平碗は口縁部が大きくくびれる。９の有耳壷は体部外面に３条ｌ単位の平

行沈線が２段にわたり施される。１０は片口鉢である。体部は直線的に立ち上がり、口縁部はほぼ水平

に張り出されるが上面の凹みは浅い。

SＤ３（第２図）

Z17区より南下しCCl5区でＳＤ２と合流するが、途中でＳＸ５と関係をもつ。断面形態は底部部分

は円底で浅いＵ字状を呈する。規模は幅50～60cm、深さ15～20cmである。覆土は黒褐色士が充填する。

出土遺物（第122図11.12.第124図３）

１１は均質山茶碗、１２は古瀬戸の双耳小壷である。双耳小壺は体部外面に横耳の一部が残存し、全面

に鉄釉が施きれる。第124図３はホルフェルス製の石錘である。裏面を打面として打欠き部を作出し

ている。
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SＤ４（第２図）

BB17区でＳＤ３と分岐、Ｄ16区で90.束へ方向を変えＳＤｌと合流する。断面形態は底部がやや平

らで、浅い逆台形状を呈する。幅約60cm、深き約20cmの規模をもち、覆土は黒褐色士が充填する。

出±遺物（第122図13）

縄文土器深鉢が１点検出されているが混入である。縄文中期に帰属する資料である。

SＤ５（第２図）

ＳＤ１コーナ一部分より南下し、ＳＤ６と合流する。途中２条に分岐するが、西側部分については判

然としない。断面形態は、底部部分が円底で浅いＵ字状を呈する。規模は幅25～40cm、深さ約10cmで

ある。覆土は黒褐色士が充填する。

出±遺物（第122図14～17）

１４の須恵器坏蓋、15の土師器甕Ｄ類は時期的に合致するが混入であろう。１６は質手山茶碗であり、

体部内面にコテナデ痕を残す。１７は古瀬戸の御mであり、口縁部内面に小突起をもつ。

SＤ６（第２図）

ＧＧ１３区にコーナー部分をもち東に延び、II23区まで確認している。途中ＳＸ６と関係をもつ。断

面形態は、底部部分は円底で非常に浅いＵ字状を呈する。規模は幅25～40cm、深さ約10cmである。覆

土は黒褐色土が充填する。

出土遺物（第122図18～22）

18の土師器甕Ｄ類、１９の須恵器坏蓋は混入である。２１．２２は均質手山茶碗、２０は古瀬戸の釜である。

釜の体部は直線的に立ち上がり、肩部は強く張り出している。全面に錆釉が施されている。

SＤ７（第２図）

コーナー部分はもたず西端部はSX12と接続するが、ほぼＳＤ６と約2.4ｍの幅をもち平行して走っ

ている。ＳＤ６と伴に道状遺構の可能性も考えられるかもしれない。断面形態、規模、覆土ともＳＤ

６に似る。

出土遺物（第122図23.24）

２３の須恵器坏身、２４の均質手山茶碗を検出している。ＳＤ６より須恵器坏身は混入であろう。

SＤ１０（第２図）

Ｃ区北端部、ｃｃ列～ＥＥ列内を東西に延びる。東端部は砂利採集により切られ、西端部はＳＤ１１の

合流点付近で規模を縮小させ、Z15区付近で消失している。断面形態は底部がやや丸く逆台形状を呈

する。規模は幅130～150cm、深き70～90cmである。覆土は４層に区分できるが、最下層（４層）より

は須恵器、土師器類を検出している。

－１２１－
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出土遺物（第123図・第１24図４～13）

上層（１～３層）内には縄文時代中期に帰属する深鉢形土器などが出土している、４層内より17の

須恵器鉢、１８．１９の須恵器坏蓋、２１．２２の土師器甕Ｂ類及びＧ類、土師器高坏を検出しており、ＳＤ

１０の帰属時期としたが時期幅が考えられる。２３．２４の粗肌手鉢も混入と考えられる。第124図４～９

は石鑛であり、縄文時代中期～弥生時代中期に帰属する資料である。８，９はチャート製、他は下呂

石製である。基部形態からは凹基、円基、有茎に分類できる。第124図１０は石錐である。基部と尖頭

部を合わせもつもので、尖頭部先端を欠損する。第124図11はチャート製の石匙である。横長剥片素

材で、打面側に刃部を作りだしている。第124図12はホンフェルス製の打製石斧であり、横長剥片素

材である。刃部はリダクションにより凹状となる。第124図13は下呂石製の石核である。分割礫素材

で、平坦な自然面を打面として分割面上で剥片剥離作業を行っている。

SＤ１１（第２図）

ＳＤ１０とはBB18区付近で分岐するがその関係は判然としない。ＳＢ７を切るが以後消失している。

断面形態は底部がやや丸くＵ字状を呈する。規模は幅65cm、深さ約25cmである。覆土は黒褐色土が充

填する。

SＤ１２（第２図）

EE14区から南に延びＧＧ・ＨＨ３区で直交する２条の溝と接続をもつ。断面形態は底部がやや丸く

Ｕ字状を呈する。覆土はやや粘質な黒褐色士が充填する。

SＤｌ３（第２図）

２５列内を２つの小さなコーナー部分をもって南北に延びる。断面形態は底部がやや丸く浅いＵ字状

を呈する。規模は幅65cm、深さ約25cmである。覆土はやや粘質な暗褐色土が充填する。

出土遺物（第122図）

２５の縄文土器深鉢を１点検している。底部外面には木葉痕がみられる。

SＤ１４（第２図）

FF20区にコーナー部分をもち、西端部はＳＤ１と合流する。北側部分はＡＡ２１区まで及び調査区外

に延びる。断面形態は底部がやや丸くＵ字状を呈する。規模は幅35～110cm、深さ約15cmである。覆

土はやや粘質な黒褐色土が充填する。

出土遺物（第122図）

土師器高坏を１点検出している。柱状部内面にはケズリ、裾部にはナデが施きれる。

SＤ１５（第２図）

ＳＸ１０より北に延びＳＤｌＯを切るが、以北は判然としない。断面形態は底部がやや丸く細いＵ字状

を呈する。規模は幅40cm、深さ約20cmである。覆土はやや粘質な黒褐色土が充填する。

－１２３－
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SＤ１６（第図）

ＳＤ１１よりSB83、８４、を切り北に延びる。断面形態は底部がやや丸く細いＵ字状を呈する。規模は

幅30～40cm、深さ約15cmである。覆土はやや粘質な黒褐色士が充填する。

７掘立柱建物

SＨ１（第２図）

軸方位位置 桁行×梁行（c､）’400×360ＧＧ１５ Ｎ－８６ｏ－Ｅ

Pit36～41で構成する。柱穴プランはほぼ円形を呈し、径30～35cm、深き25～46cmである。柱穴問

は約２ｍと一定しているが、北側列中央のPit37がやや北側に寄っている。覆土は２層に区分でき

(上層：黒褐色土、下層：褐色士)、底部は円底となる。検出遺物はない。

SＨ２（第２図）

軸方位位置’ＧＧ１８．１９１桁行×梁行（c､）’560×380 Ｎ－１０６ｏ－Ｅ

Pit44～49で構成する。柱穴プランはほぼ円形を呈し、径27～80cm、深さ51～64cmである。径にバ

ラツキがみられるが、Pit44が掘り方が２段掘りとなっており、１段目が径の広い浅い掘り方となる

ためであり、２段目の径をみるならば大差はない。柱穴間は約２～３ｍとバラツキがある。覆土は２

層に区分でき（上層：黒褐色土、下層：褐色士)、底部は円底で硬くしまっている。検出遺物はな

い。

SＨ３（第２図）

００ 軸方位位置｜ＧＧ２５、２６．ＨＨ２５、２６１桁行×梁行（c､） Ｎ－２８ｏ－Ｅ

Pitll8～129で構成する。柱穴プランはほぼ円形を呈し、径36～42cm、深さ22～44cmである。西側

列Pitl27～129がやや不安定であるが、ＳＤ１３の掘り方及び底面でプランを検出しているためである。

柱穴問は約12ｍ程度であるが、中央間のみ約１４ｍとやや巾広となる。覆土は２層に区分でき（上層：

黒褐色士、下層：褐色士)、底部は円底で硬くしまっている。検出遺物はない。

８士擴

SＫ５０（第125図）

軸方位 Ｎ－１．－Ｗ７６×７６×1８

掘り方は円形を呈し、断面形態は浅い盟状を呈する。覆土は２層に区分したが、明確な線引きでは

なく、極めて漸移的であり同一層と考えても問題はない。第１層下部より２層内にかけて縄文土器、

剥片などを検出している。また、２層下部底面直上で拳大～人頭大の河原石を検出しており、いずれ

も被熱しており、被熱による剥離面をもつものが多い。また、後述するＳＫ５１も同様であるが、土器

の多くが頚部より上部の資料が大半を占め、底部部分は１点も検出していない。これが、意図的なも

のか、耕作による土壌上部の消失に拠るものかは不明である。

－１２５－
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出土遺物（第126.127図）

縄文土器52点、剥片６点（チャート製５点、１点は結晶片岩製の打製石斧ブレーク）を検出してい

る。これらは底面にのる焼礫内に落ち込むような状況で検出している。縄文土器の多くはキヤリパー

形を呈し、波状縁を呈するものが主体とすると考えられる。地文に撚糸文をもつものが大半を占める

が、無地文も存在する。無地文とするものには、棒状工具による沈線で逆Ｓ字文を軸に弧状線、波状

線を描くもの、（10.13)、刺突列がめぐるもの（11)、ソーメン状突帯による区画をもち刺突列がめ

ぐるもの（12)、棒状工具による弧状沈線、刺突列がめぐるもの（14.15）があり、１０．１２の口縁端

部は外反する。また、１６は口縁端部に内傾する面をもち、非常に丁寧なナデが施される。撚糸文を地

文とするものには、その文様描出方法に突帯によるもの、半裁竹環状工具、あるいは、ヘラ・棒状工

具による沈線によるものに大別できる。刺突列をもつものについては、交互刺突列、１～３の刺突列

をもつものがある。１は撚糸文をもつが、口縁端突帯から垂下する突帯渦文に横位の突帯蕨手文を交

互に連結させる文様構成をもち異質である。

SＫ５１（第128図）

位置｜ＨＨ２７１平面形｜楕円形｜規模（c､）128×106×2０主軸方位｜Ｎ－１ｏ－Ｅ

西南部分に攪乱を受ける。掘り方は楕円形を呈し、断面形態は浅い盟状を呈する。主軸方位もほぼ

北を向き、覆土も２層に区分したが、検出状況はＳＫ５０と相似した在り方をする。２層下部にはやは

り被熱したと考えられる拳大～人頭大の河原石を含むが、底面中央部直上で上面が研かれているオー

ソクォーツァイト製ブランク、砂岩製叩き石を検出している。また、土器はやはり頚部より上部の資

料が大半を占め、底部部分は存在しない。

－１２６－
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